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1下地処理
補強部位のコンクリ ート表面を平滑で脆弱部のない状態とします。
隅角部は半径20~30mmの曲面に整形します。大きなひび割れに
は樹脂注入などによる補修を行います。

一

I 穿孔(CFアンカ ー 用）
CFアンカ ーを用いる場合には、壁の柱際にCFアンカ ーを通すため

の貫通孔を設けます。スラブ付き梁や酎展壁の補強の場合、埋込型

（非貫通）タイプもあります。

一

I プライマ ー塗布
炭素繊維シ ートの接着を強固にするため、コンクリ ート表面にプラ

イマーを塗布します。指触硬化後、必要に応じてコンクリ ート表面を
エポキシパナにて再度平滑にします。

一

1炭素繊維シ ー ト貼付け
柱の周方向に、エポキシ樹脂を含浸ざせながら炭素繊維シートを

貼リ付けます。CFアンカ ーを接着する部分には、柱材軸方向に炭素
繊維シートを下貼りしておきます。

一

|CFアンカ ー の作製
必要本数の炭素繊維ストランドを束ねてCFアンカ ーを作製します。

一

| CFアンカ ー の樹脂含浸•取付け
CFアンカ ーにエボキシ樹脂を含浸させ、壁の孔に挿入します。
CFアンカ ー端部のストランドを扇状に広げ、柱面に貼リ付けた炭素

繊維シートにエポキシ樹脂で接着します。

一

I 仕上げ
必要に応じて、七ルタル塗り、ボード張り、塗装などの仕上げを行い

ます。どのような仕上げも自由に選択できます。

貫通孔穿孔

CFアンカ ーの作製

CFアンカ ーヘの樹脂含浸

CFアンカ ーの挿入

CFアンカ ーの貼付け
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右記の柱を「文献1」と比較します。
SR-CF工法では、トラスアーチ理論に基づくせん
断強度式を採用し、同時に付着破壊モードも考
慮しています。
シート枚数の増加とともに、補強後のせん断強
度は急激に増加し、あわせて靭性能力（靭性指
標：F値）も大幅に改善されることが分かります。

文献1：『連続繊維補強材を用いた既存鉄筋コンクリート造
及び鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計・施工
指針』（財）日本建築防災協会2010年改訂版

既存評価式と比較して、せん断強度を正確に、
より高く評価することができます。

炭素繊維シートの拘束効果を厳密に評価し、靭
性指標をより大きく正確に評価できます。

SR-CF工法は、平成9年4月に数多くの学識経験者および建設会社・施工会社・材料メーカーの有志
によって発足した「炭素繊維シートによる建築物の補修補強工法研究委員会（委員長：森田司郎京
都大学名誉教授）」の研究成果を基にしています。
当初の独立柱から、CFアンカーを取り込むことによって壁付き柱へ、さらに、梁・耐震壁へと拡張し、
現在では、すべての耐震部材を炭素繊維シートによって補強することが可能になっています。

平成 9年 4月
平成 9年 12月
平成10年 7月
平成11年 10月
平成13年 2月
平成18年 6月

平成23年 7月

平成25年 3月
平成30年 4月

炭素繊維シートで既存部材を閉鎖型に拘束すると、せん断耐力の上昇はもとより、靭性能力
も大幅に改善されます。SR-CF工法を用いると「より確実・より経済的」に補強設計ができます。

補強効果の例（せん断強度） 補強効果の例（靭性指標）
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補修補強工法研究委員会（委員長：森田司郎 京都大学名誉教授）が発足
（財）日本建築センター「コンクリート構造評定・防災性能評定」を取得（建築基準法旧38条、67条の2）
独立柱：建設大臣の一般認定を取得（建築基準法旧38条、67条の2）
壁付き柱を包含：（財）日本建築防災協会の「技術評価」を取得注）（建防災発第1288号）
耐震壁・梁を包含：（財）日本建築防災協会の「技術評価」を取得注）（建防災発第1399号）
同上：（財）日本建築防災協会の「技術評価」を追加・更新（建防災発第1978号）
           （建防協2001年改訂版　RC耐震診断基準に準拠）
同上：（財）日本建築防災協会の「技術評価」を追加・更新（建防災発第2762号）
           （建防協2009年改訂版　SRC耐震診断基準に準拠）
同上：（一財）日本建築防災協会の「技術評価」を更新（建防災発第12118号）
同上：（一財）日本建築防災協会の「技術評価」を更新（建防災発第18065号）
           （建防協2017年改訂版　RC耐震診断基準に準拠）

注）（一財）日本建築防災協会の技術評価は下記の10社で取得
清水建設（株）／鹿島建設（株）／（株）コンステック／ショーボンド建設（株）／日鉄エンジニアリング（株）／大成建設（株）／
（株）東邦アーステック／東レ（株）／日鉄ケミカル&マテリアル（株）／三菱ケミカルインフラテック（株）

令和  5年   4月  同上：（ー財）日本建築防災協会の「技術評価」を更新（建防災発第23002号）





l 下地処理
補強部位のコンクリ ート表面を平滑で脆弱部のない状態とします。
隅角部は半径20~30mmの曲面に整形します。大きなひび割れに
は樹脂注入などによる補修を行います。

一

I 穿孔(CFアンカ ー用）
CFアンカ ーを用いる場合には、壁の柱際にCFアンカ ーを通すため
の貫通孔を設けます。スラブ付き梁や耐震壁の補強の場合、埋込型
（非貫通）タイプもあります。

一

I プライマ ー塗布
炭素繊維シートの接着を強固にするため、コンクリ ート表面にプラ
イマーを塗布します。指触硬化後、必要に応じてコンクリ ート表面を
エポキシパテにて再度平滑にします。

一

1 炭素繊維シー ト貼付け
柱の周方向に、エポキシ樹脂を含浸させながら炭素繊維シートを
貼リ付けます。CFアンカ ーを接着する部分には、柱材軸方向に炭素
繊維シートを下貼りしておきます。

一

|CFアンカ ー の作製
必要本数の炭素繊維ストランドを束ねてCFアンカ ーを作製します。

一

| CFアンカ ー の樹脂含浸•取付け
CFアンカ ーにエポキシ樹脂を含浸させ、壁の孔に挿入します。
CFアンカ 一端部のストランドを扇状に広げ、柱面に貼リ付けた炭素
繊維シートにエポキシ樹脂で接着します。

一

I 仕上げ
必要に応じて、モルタル塗リ、ボード張り、塗装などの仕上げを行い
ます。どのような仕上げも自由に選択できます。

貫通孔穿孔

CFアンカ ーの作製

CFアンカ ーヘの樹脂含浸

CFアンカ ーの挿入

CFアンカ ーの貼付け

SR-CF工法研究会
事務局
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